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 本日の発表内容 
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 １、生徒Ａさんの実態 
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○学年 

  高等部３年生 
 

 

○病名・障害名 

   精神疾患、発達障害 
 

 

○進路希望 

  一般就労（または就労移行支援事業所の利用） 

生徒Ａさんの実態 
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   自分の考えや気持ちを表出するのが苦手 

生徒Ａさんの困難さ～コミュニケーション 

  ・感想文を書くことに抵抗を示す 

  ・質問に対して言葉に詰まって泣き出す 
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 ・いつでも誰にでも笑顔 

 ・嫌なことを嫌と言うことができない 

 ・相談できずに一人で抱え込む            

        

       ストレスを溜め込む 

生徒Ａさんの困難さ～コミュニケーション 

体調不良になる（不眠、頭痛、無気力、泣く） 
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        数年間、不登校を経験 

   

   

    

         大きな学習空白がある 

生徒Ａさんの困難さ～学習 
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   (教科書等の音読の場面において) 

    カタカナ、小学３年生以上の漢字 
   ※場合によって平仮名も 

 

  
 

    スムーズに読むことが難しい 

 

生徒Ａさんの困難さ～学習 
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(ノートテイクの場面において)  

丁寧な文字で記入できる 

 

 

  ノートテイクが遅いため、 

 ・クラスメイトを待たせていることに負い目を感じている 

 ・書き写すことに精一杯で内容の理解まで至らない 

 

生徒Ａさんの困難さ～学習 

しかし 
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 ①書字の速度に遅れが見られた（小5程度）    

  → 書字の支援が必要 
   

  ②自力での読みの速度に遅れが見られた（小１程度） 

  → 読みの支援が必要 
 

  ③代読では内容理解の正答は満点だった    

 

URAWSSの結果 
２０１５年１月２３日(金) 実施 

※URAWSS―小学生の読み書き能力検査 
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情報処理検定に挑戦するなど 

パソコンを使った授業は特に意欲的 

 

    日本情報処理検定協会主催 

  「表計算３級」、「文書デザイン３級」取得 

生徒Ａさんの強み！ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiIy7fQ3vTJAhVjJ6YKHULMDMkQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/0013975-free-illustraition/&psig=AFQjCNEYDU0WcEprv-FroTorudiWzTiXhg&ust=1451054710800795
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 ２、活動の目的（ねらい）について 
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 ○ストレスマネジメントのスキル 

 ○生活に必要な学力（一般常識など） 

 

 

卒業後の自己実現に向けて必要な力 

タブレット端末の活用が役に立つかも 

ひょっとしたら… 
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タブレット端末を使った活動のねらい 

 ① 適切なストレス対処法の獲得   
  
 ② 語彙力の向上  
  
 ③ 学習内容の理解、定着、向上 
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３、活動の実際 



16 

 ねらい① 適切なストレス対処法の 
                 獲得を目指して 

  タブレット端末を使ったやり取り 

      （家庭において） 

   気持ちの言語化・表出が必要 

・自己表現が苦手 
・相談せずに一人で抱え込む 
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タブレットを使った学級担任とのやり取り 

  ① 学習・生活記録「Daily life」でのやり取り 

 ② 産業現場等における実習日誌でのやり取り    

   ③ メールでのやり取り 

↓今回こちらをご紹介 
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 学習・生活記録「Daily life」とは？ 

日々、生徒と学級担任がやり取りをするためのツール 
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４月～６月中旬 

４月２３日の記録 

不安なことなど記入→個別に話を聞き、Ａさんの心理的な安定 
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     漢字を調べながらの記入は時間が要る 

  （調べなかった場合は誤字や平仮名で記入していた） 

しかし 

     書字の負担軽減が必要 
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書字の負担軽減を図り、 
家庭学習で有効な時間を確保するため 

 手書きからタブレットを使ったデータでのやり取りへ 

Microsoft Word 

OneDrive 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjMktOhkuXJAhVi2KYKHYRICFMQjRwIBw&url=http://www.akijoho.com/top/kouza_pc/word&psig=AFQjCNE2UR1_bMpgGPae56F1EucUg1jFtQ&ust=1450518905879975
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjB2Numm-XJAhXIUKYKHfWfDnkQjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2138831483676519301&bvm=bv.110151844,d.dGY&psig=AFQjCNGc4A82JNIKxWVsyUYcuPM8xO3tRA&ust=1450521250988257
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○ほとんど誤字がなくなった＆記入時間の削減 

○指導者のコメントに対して更に本人の書き込み  

８月９日の記録 

６月下旬～（タブレット端末でのやり取り） 
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ねらい② 語彙力の向上を目指して 

実生活に役立つ題材を使った知識の習得が必要 

    ・身の回りの語句を聞き間違って覚えていることが多い  
 ・知らない言葉が多く、漢字を読むことにも苦労 

   ニュースを知り、タブレットでノート作り 

                   （家庭において）    
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気になるニュースのノート作り 

ニュースを添付し、感想を記入するノート NEWS WEB EASYなどのニュース 

Microsoft  OneNote 
Internet Explorer 
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ねらい③ 学習内容の理解、定着、 
              向上を目指して 

・ノートテイクが遅く、授業は書くことで精一杯 
・クラスメイトを待たせていることに負い目を感じる 
・暗記が苦手(特に社会) 

  ノートテイクの負担軽減、考える時間の保障が必要 

        暗記の仕方の工夫が必要 
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ノートテイク 

日本史の板書 

写真を見て写した日本史のノート カメラアプリ 

ノートテイクは家庭で、授業中は話を聞くことに集中（重点） 
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マップ作りー語句の記憶、整理 

生徒が作成した世界気候についてのマップ 

 キーワードを関連づけて記憶＝記憶力ＵＰ 
Ｍ８！ 
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 ４、生徒Ａさんの変容 



 
Ａさんの変容 

～コミュニケーション～ 
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産業現場等における実習後（家庭で） 

・自らマップを作成＆ 

実習を終えてのマップ 
本人のタブレット端末で作成した下書き 
（朱書きは指導者が指導をしたところ） 

 礼状の下書きも家庭で作成 

夏休みに個別に行った 

清書した礼状 

・自分からタブレット端末をツールとして使用 
・休み中も指導者とデータを共有 
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話し合いの活動において 

  メモアプリを使い、意見を付箋に書き出して話し合い進行 

文化祭の学部発表の話し合いマップ 

MemoToGo 
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成 果 

タブレット端末やアプリを自己選択・自己決定して

利用するようになった 

少しずつ自分の気持ちや考え、不安なことを
伝えることができるようになってきた 
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課 題 

自分からは誰にも相談できずに一人で

抱え込み、体調不良になることもある 

過度のストレスを溜め込む前にメールやマッピングアプリなど
の手段を使って、自分から思いを発信して！！ 



 
Ａさんの変容 
～学習～ 
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日本語ワープロ検定（速度10分） 
 
  1年次２月  ２２８文字 
 
 
  ３年次８月 ３３１文字 

103文字の増加 

入力速度のアップ 

◎日本情報処理検定協会主催「表計算２級」取得 

  ～情報処理の授業において～ 
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タブレット利用の感想 

 ２学期はじめ 

タブレットを使ってみてどう？ 

授業を思い出してノートを書くから、頭の中が
整理しやすくなった。 

クラスメイトを待たせることがなくなって、
気が楽になった。 

http://1.bp.blogspot.com/-FmfdKsiI2_A/VlLWuONdbnI/AAAAAAAA1As/2QTE41d97vU/s800/school_blazer_couple.png
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生徒が作成した 
「手書きとタブレットの違い」のマップ 

漢字の検索が簡単で宿題が早く終わり、家庭学習ができる 

集中して 
勉強できる 
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成 果 

正しく読める漢字が増えたことでパソコン入力の 

精度が上がった 

 

タブレット端末を使った学習の方が生徒の

困難さを軽減できている 

語句の読みと意味を一致するなど正しく理解でき

た語句が増えてきた 
 



 
Ａさんの強みになったこと 

 

 



40  マップを作成し、思考の整理や気持ちの表出 

自分についてのマップ 

行事の後だけでなく様々な場面において 
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 ５、今後に向けて 
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①自分のことを言葉で伝えることができる 

  

就職試験の面接で自分のことを表現できること 
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②気持ちを表出することができる 
（口頭以外の方法を利用） 

  

卒業後、気持ちの言語化、表出する手法を生かす 

メールやマインドマップ等を利用 



ご清聴ありがとうございました。 


